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≪要約≫(様式自由、400 字以内) 
 本論は、選挙ポスターの表情が得票率に与える影響について実証的に分析をおこない、

その影響力の大きさを考察するものである。現代において「外見」は非常に重視される要

素であり、それは政治の場においても例外ではないとされている。本論では 2024 年衆議院

議員総選挙の選挙結果と、日本全国 289 の小選挙区に設置された 1071 名の立候補者の選

挙ポスターの表情を表情解析ソフトを用いて定量化したデータを結びつけ、両者の関係性

を重回帰分析を用いて検証を試みた。検証の結果、年齢が若いほど候補者の顔が真面目な

表情のほうが得票を得られることがわかり、反対に年齢が高いほど候補者の顔が笑顔であ

るほうが得票を得られることがわかった。本論の結果をもとに 2024 年衆議院議員総選挙

に出馬した一部の候補者同士を比較し、選挙ポスターが選挙結果に及ぼす影響について考

察した。 
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＜ここから本文＞ 
１．はじめに 
 近年では「ルッキズム」と言われる外見のみを重視して人を評価・差別する言葉が SNS
や書籍などで頻繫に取り上げられるようになった。より身近な言葉で言い表すなら、「外見

至上主義」だといえる。外見とは他者から見た私たちの印象である。SNS の普及により、

「映える」ことを意識する人々が増え、外見の魅力が職場や日常生活、さらには政治の場

においても大きな影響を与えるといえる。 
 例えば、Hamermesh ら（2005）の研究では、外見が「魅力的」とされる人々が平均し

て 10～15％高い収入を得る傾向があることが示されている。また、Quand（2019）らの

研究では外見が魅力的な政治家が選挙でより高い得票率を得る可能性があることを明らか

にしている。このように私たちが他者の外見に注目することは、無意識の偏見を助長する

一方で、公平性や多様性を求める議論と関連している。政治の場においても、候補者の外

見や表情が選挙結果に影響を及ぼしている可能性は無視できない。では実際に日本の政界

では候補者の「外見」がどれだけ選挙結果に影響を与えているのだろうか。 
 本論文では、2024 年の衆議院議員総選挙における小選挙区立候補者の顔の「表情」と

「得票率」の関係を分析している。具体的には、立候補者の表情が得票率にどのような影

響を及ぼすのかを実証的に検証し、その関連性を明らかにすることを目的としている。こ

こでの候補者の「表情」とは、選挙ポスターの候補者の顔の「笑顔度」と「真顔度」のこ

とであり、FaceReader という表情解析ソフトを使って計測したデータを使用している。 
 分析の結果、年齢が若いほど候補者の顔が真面目な表情のほうが得票を得られることが

わかった。反対に、年齢が高いほど候補者の顔が笑顔であるほうが得票を得られることが

わかった。 
 本論の構成は以下の通りである。第二節では本論文に関係する先行研究を紹介する。第

三節では仮説を提示し、第四節では使用したデータを提示する。第五節では分析結果を記

述し、第六節で本論文の結論と今後の展望について述べる。 
 
２．先行研究 

候補者の顔（表情や印象）と選挙の関係に関しては、これまで欧米の政治心理学におけ

るジャーナルを中心に数多くの研究成果が報告されている。(Ballew and Todorov 2007, 
Ahler, Citrin, Dougal, and Lenz 2017; Berggren, Jodhal, and Pautvaara 2010; King and 
Leigh 2009; Praino and Stockemer 2018 他)。例えば、Ahler ら（2017）の研究は、候補

者の外見が選挙での投票行動に及ぼす影響を実験的に検証したものである。2012 年のカ

リフォルニア州下院選挙と全米一般選挙を対象に、写真付き投票用紙を提示することで、

有権者が外見的に魅力のある候補者に投票する傾向を明らかにした。結果、外見が優れた

候補者が得票率を向上させることが実証され、特に情報量が少ない有権者層において外見
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が「ヒューリスティック」、すなわち判断を簡略化するための手がかりとして作用すること

が示されている。 
また、Olivola ら（2010）は、アメリカの選挙において候補者の外見から受ける第一印

象が有権者の投票行動にどのように影響を与えるかを検証している。分析では、過去のア

メリカの選挙に立候補した候補者の顔写真を収集し、被験者に提示して「能力が高そう」

「魅力的」「信頼できそう」などの印象を数値で評価させた。被験者には候補者の政策に関

する情報を持たせない状態で評価を行い、純粋に外見の印象のみが測定される。その結果、

候補者の顔が「能力が高そう」と評価された場合、実際の選挙では高い得票率を得やすい

ことが明らかになった。これは候補者の第一印象が有権者の無意識にはたらく偏見によっ

て投票行動が左右されていることが示唆されている。 
さらに、Ono ら（2020）は、2013 年と 2016 年の参議院選挙ポスターの候補者 494 人

の顔写真の「相対的魅力度」を変数として使用し、候補者の顔の美しさと得票率の関係を

分析している。その結果、顔の「相対的魅力度」が 1 ポイント増加すると、得票率が 5.16
ポイント増加するとし、有権者が候補者を選択する際、顔の印象が投票行動に影響を与え

ることを示している。 
我々の研究と直接関連している研究成果としては、Horiuchi ら(2012) の論文を挙げる

ことができる。この研究は、衆議院選挙候補者の笑顔と得票率の関係を分析したものであ

る。Horiuchi らは、オムロン株式会社が開発した OKAO Vision という自動顔認識ソフト

を用い、候補者の顔写真から笑顔度を数値化し、得票率との関連を検証した。その結果、

笑顔度が 1 ポイント増加すると得票率が 2.3 ポイント増加することを示している。この結

果は、候補者の笑顔が候補者の親しみやすさや信頼性を高め、有権者に好印象を与えるこ

とを示唆している。特に、笑顔は有権者の心にいい印象を残し、投票行動に影響を及ぼす

重要な要素であると結論づけられている。 
 以上の先行研究をもとに、本論文では 2024 年の衆議院議員総選挙において、候補者の

顔の「笑顔度」と「真顔度」が選挙結果に与える影響を分析する。 
 
３．仮説の提示 

本論では、以下の 4 つの仮説を検証する。 
 

仮説 1：選挙ポスター写真が笑顔の新人候補者ほど得票率が高い 
仮説 2：選挙ポスター写真が真顔のベテラン候補者ほど得票率が高い 
仮説 3：年齢が低い候補者ほど、選挙ポスター写真の「笑顔度」が得票率を高める 
仮説 4：年齢が高い候補者ほど、選挙ポスター写真の「真顔度」が得票率を高める 

 
 仮説１は Horiuchi ら（2012）の研究を踏まえ、選挙ポスターに写る候補者の笑顔が選

挙結果に大きな影響を与えることを前提としている。この研究では、笑顔が親しみやすさ
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や信頼性を高め、有権者にポジティブな印象を与えることを示しているが、特に新人候補

者は、政界での実績が少なく、有権者が候補者を評価する際の判断材料が少ないため、選

挙ポスターの印象が重要な役割を果たすと考えられる。新人候補者が笑顔のポスターを使

用することで、フレッシュさや親近感を有権者に伝えられる可能性があり、それが得票率

に寄与することを仮定している。本仮説では、笑顔が新人候補者にとってより大きな要因

であるかを実証的に検証する。 
 仮説 2 は仮説 1 とは対照的に、ベテラン候補者においては真顔が得票率に影響を与える

可能性を提起している。ベテラン候補者は、長年の活動に基づく実績や経験が既に認知さ

れている場合が多い。彼らが真顔のポスターを用いることで、有権者に対して厳格さや信

頼感、さらには威厳を感じさせる効果が期待される。特に、ベテラン候補者の場合、柔和

な笑顔よりも真顔の方が政治的能力やリーダーシップを印象付けようとするのではないか。

この仮説では、真顔の表情がベテラン候補者の得票率に与える影響を確認できる。 
 仮説 3 と仮説 4 は仮説 1 と仮説 2 をさらに発展させ、候補者の年齢が表情と得票率の関

係性にどのように作用するかを検証するものである。年齢は、候補者が有権者に与える印

象に直接的な印象を及ぼす要因とも考えられる。若い候補者は、そのエネルギーや革新性

が評価される傾向があり、笑顔のポスターがその魅力を最大限に引き出す可能性がある。

一方、高齢の候補者は、経験や信頼感といった要素を重視することが多く、真顔の表情が

その特性を強調すると考えられる。仮説 3 では若い候補者が笑顔の表情を選ぶことで得票

率が向上することを期待し、仮説 4 では高齢の候補者が真顔を選ぶことで得票率が向上す

る可能性を検証する。 
 
４．データ 
 分析に使用するデータは、2024 年第 50 回衆議院議員総選挙で日本全国 289 の小選挙区

に設置された選挙ポスターから得た 1084 枚の選挙ポスター使って分析している。候補者

の選挙ポスターは実物を入手するのではなく、ネット上に投稿されたポスターを収集した。 
集めたポスター上の候補者の顔の表情を数値化するために、FaceReader という表情解

析ソフトを用いた1。FaceReader は人物の顔写真をもとに、表情や性別、年齢などを測定

できるツールであり、表情の「笑顔度（Happy）」や「真顔度（Neutral）」を定量化するこ

とが可能である。本研究では、こうして得られた数値データを「表情」として扱っている。

一方、得票率については「NHK 衆議院総選挙 2024 選挙結果-衆院選-」を使用している2。

これにより、各候補者の選挙結果と表情データを結びつけ、両者の関係性を分析した。 
 

従属変数：得票率 

 
1 https://www.sophia-scientific.co.jp/human/products/software/facereader/ 
2 https://www.nhk.or.jp/senkyo/database/shugiin/ 
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 本論では、「表情」が「得票率」に影響を及ぼすかどうかを検証するため、従属変数を「得

票率」としている。「得票数」を使用することも可能だが、選挙区ごとに一票の重みに差が

生じる可能性があるため、公平性を考慮しここでは「得票率」を使用する。 
 
主要な独立変数：笑顔度相対値(Happy.R)、真顔度相対値(Neutral.R) 
 従属変数に大きく影響を及ぼす主要な変数として、全国の選挙区で掲載されている選挙

ポスターの表情を使用する。本論では FaceReader という表情解析ソフトを使って表情を

数値化し、笑顔度(Happy)と真顔度(Neutral)に着目して分析を行う。さらに正確な分析を

するため小選挙区ごとに笑顔度、真顔度の平均値を算出し、候補者の笑顔度・真顔度から

平均値を引いた笑顔度相対値(Happy.R)、真顔度相対値(Neutral.R)を主要な独立変数とし

て使用する。ここでは 2024 年衆議院議員総選挙にて全国に掲示された選挙ポスター1084
枚のうち、表情が判別可能な 1071 名分のデータをもとに分析を行う。 
 加えて、候補者の「性別」「当選回数」「年齢」「現職か否か」「選挙区ごとの立候補者数」

「所属政党」「悲顔度相対値 (Sad.R)」「恐怖顔度相対値 (Scared.R)」「驚顔度相対値

(Surprised.R)」「怒顔度相対値(Angry.R)」「嫌悪顔相対値(Disgusted.R)」「軽蔑顔相対値

(Contempt.R)」を従属変数に影響を及ぼす統制変数として含め、今回分析を実施する。「性

別」は男性の場合を０、女性の場合を 1 とした「女性ダミー」を、「現職か否か」に関して

は元職・新人の場合を０、現職の場合を１とした「現職ダミー」というようにそれぞれダ

ミー変数を作成して分析を行った。 
 表 1 は、本論で使用しているデータの記述統計である。表の左から変数名、平均値、最

小値、最大値を示しており、N＝1071 は候補者数を表している。説明したい変数(＝従属変
数)である「得票率」は最小値が約 0.3%、最大値が約 85%であることを示しており、立候

補者全体の得票率の平均が約 26%であることがわかる。今回の分析対象となる候補者は 25
～84歳の中で分布しており、その平均値は約 54歳である。さらに、平均値に着目すると

その中で女性が約 22%を占め、現職の候補者は候補者全体の約 36%であることがわかる。

また、立候補者数に着目すると最小値が 2、最大値が 9 であり平均値が 4.19 であることか

ら、全国の小選挙区の多くが４人前後の立候補者であることがわかる。 
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             表１：記述統計           N＝1071 
 
 本論では候補者の「得票率」は選挙ポスターの「表情」の影響を受けるのか、というこ

とについて分析するにあたって、より厳密な分析を行うために候補者の年齢や性別、当選

回数などの要因と６つの顔の表情の相対値を統制変数としてモデルに含めて重回帰分析を

実施した。 
 
５．分析結果 
 本論では、新人候補者とベテラン候補者を区別する指標として、7 つのモデルを使って

真顔度相対値と笑顔度相対値が得票率に及ぼす影響は「年齢」「当選回数」「現職か否か」

によって変化するのかどうか分析した。しかし、統計的に有意である結果を得られたのは

「年齢」のみであった(７つのモデルの分析結果の詳細は Appendix を参照)。 
 図１は真顔度が得票率に与える影響を年齢ごとに示した図である(分析結果の詳細は 
Appendix 表 2 の Model3 を参照)。 
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注：直線の周りには 95%の信頼区間が濃い灰色で表示されており、限界効果０の横線に触れて
いる箇所は統計的に有意ではないことを表している 

図１：「真顔度」と「得票率」の関係：年齢ごと 
 
 横軸は「年齢」、縦軸は「真顔度が得票率に与える影響」(＝限界効果)を示している。こ

の結果は候補者の「年齢」が高くなるにつれて、真顔度が得票率に与える影響が減少する

ことを示している。グラフが右肩下がりに減少していることから年齢が低いほど真顔の影

響力が強く、年齢が上がるにつれて真顔であることは得票率にマイナスの影響を与える傾

向にあることがわかる。つまり、今回の 2024 年に行われた衆議院議員総選挙において、

25～29 歳の候補者に限っては年齢が低い候補者ほど選挙ポスターの表情が真顔であるこ

とで、より高い得票を得られる傾向があることがわかる。しかし、注意すべきは、実際に

影響を与えるのは 25～29 歳の候補者だけであり、この範囲の年齢の候補者であれば、真

顔であればより多くの得票を得られるということである。 
 図 2 は笑顔度相対値が得票率に与える影響を年齢ごとに示した図である(分析結果の詳

細は Appendix の表 2 の Model6 を参照)。 
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注：直線の周りには 95%の信頼区間が濃い灰色で表示されており、限界効果０の横線に触れて
いる箇所は統計的に有意ではないことを表している 

図２：「笑顔度」と「得票率」の関係：年齢ごと 
 

 横軸は「年齢」、縦軸は「笑顔度が得票率に与える影響」(＝限界効果)を示している。こ

の結果は候補者の「年齢」が高くなるにつれて、笑顔度が得票率に与える影響が増大する

ことを表している。グラフが右肩上がりに増加していることから年齢が低いほど笑顔の影

響力が弱く、年齢が上がるにつれて笑顔であることは得票率にプラスの影響を与える傾向

にあることがわかる。つまり、今回の 2024 年に行われた衆議院議員総選挙において、67
～84 歳の候補者に限っては年齢が高い候補者ほど選挙ポスターの表情が笑顔であること

で、より高い得票を得られる傾向があることがわかる。しかし、注意すべきは、実際に影

響を与えるのは 67歳～84歳の候補者だけであり、この範囲の年齢の候補者であれば、笑

顔であればより多くの得票を得られるということである。 
 
６．結論と今後の展望 
 本論文では、2024 年度衆議院議員総選挙において全国に掲示されている選挙ポスター

に着目し、候補者の「表情」と「得票率」の間には相関関係があるかどうかについて実証

分析を試みた。加えて、候補者の「性別」「当選回数」「年齢」「現職か否か」「選挙区ごと

の立候補者数」「所属政党」「悲顔度相対値(Sad.R)」「恐怖顔度相対値(Scared.R)」「驚顔度

相対値(Surprised.R)」「怒顔度相対値(Angry.R)」「嫌悪顔相対値(Disgusted.R)」「軽蔑顔相

対値(Contempt.R)」を「得票率」に関係がある統制変数として含め重回帰分析を行った結

果、以下の結果が得られた。第一に、仮説 1 と仮説 2 で予想した新人候補者とベテラン候
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補者に関して、「当選回数」や「現職か否か」という要素ごとに分析したが、想定した結果

は得られなかった。 
第二に、仮説 3 では「年齢が低い候補者ほど、選挙ポスター写真の「笑顔度」が得票率を

高める」と予想していたが、若い候補者の選挙ポスターの笑顔度と得票率は関係が認めら

れなかった。むしろ、年齢が低いほど選挙ポスターの写真が「真顔」であるほうが得票率

が高いという結果が得られた。ただしこれは 25~29 歳の立候補者に限ってのことであり、

30 歳以上の候補者に関しては、同様の結果は得られなかった。30 歳以上の候補者に関し

ては、年齢が高まるほど真顔が得票率に与える影響が逓減する「傾向がある」という結果

が得られた。つまり、統計的に有意とは言えないまでも、年配の候補者の選挙ポスターが

真顔だと、票を失う「傾向がある」といえる。  
具体例を確認してみよう。図３は 2024 年衆議院議員総選挙にて最年少立候補者である

東京 15 区に出馬した大空幸星氏と、同年代である京都 3 区に出馬した森干晟氏を比較し

たものである。 
 

  
  
  
 
  
  
  
 
 

図３：大空幸星氏と森干晟氏の比較 

 
 なるべく同じ条件下で比較できるよう、今回の分析で得られた「25～29歳の立候補者に

おいては年齢が低いほど真顔であると得票率が高い」という結果を裏付ける一例を示して

みる。ここでは、年齢制限を満たすこと、出馬した選挙区の立候補者数が同じであること、

どちらも同じ政党に所属していること、という 3 つの条件を満たす立候補者同士を比較し

ている。図 3 の真顔度相対値が示す通り、真顔度相対値がプラスである大空氏は口を閉じ

ているいわゆる「真顔」であるのに対して、真顔度相対値がマイナスである森氏は歯を見
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せ「笑顔」であることがわかる。結果として、真顔である大空氏の得票率が 25.86%である

のに対して、笑顔である森氏は 22.04%と大空氏よりも 3.82%低い得票率となっている。 
 第三に、仮説 4 では「年齢が高い候補者ほど、選挙ポスターの写真が「真顔度」が得票

率を高める」と予想していたが、年齢が高い候補者の選挙ポスターの真顔度と得票率は関

係が認められなかった。むしろ、年齢が高いほど選挙ポスターの写真が「笑顔」であるほ

うが得票率が高いという結果が得られた。ただしこれは 67歳から 84歳の立候補者に限っ

てのことであり、66 歳以下の候補者に関しては、同様の結果は得られなかった。66 歳以

下の候補者に関しては、年齢が高まるほど真顔が得票率に与える影響が増える「傾向があ

る」という結果が得られた。つまり、統計的に有意とは言えないまでも、若い候補者の選

挙ポスターが笑顔だと、票を失う「傾向がある」といえる。 
 具体例を確認してみよう。図４は 2024 年衆議院議員総選挙にて最高齢立候補者である

福岡 8 区に出馬した麻生太郎氏と、同年代である大分 2 区に出馬した衛藤征士郎氏を比較

したものである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４：麻生太郎氏と衛藤征士郎氏の比較 
 
 図 3 と同様、今回の分析で得られた「67 歳～84 歳の立候補者においては年齢が高いほ

ど笑顔であると得票率が高い」という結果を裏付ける一例である。ここでは、年齢制限を

満たすこと、出馬した選挙区の立候補者数が同じであること、どちらも同じ政党に所属し

ていること、という 3 つの条件を満たす立候補者同士を比較している。図 4 の笑顔度相対

値が示す通り、笑顔度相対値がプラスである麻生氏は歯を見せ「笑顔」であるのに対して、

笑顔度相対値がマイナスである衛藤氏は口を閉じ「真顔」であることがわかる。結果とし
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て、笑顔である麻生氏の得票率が 56.97%であるのに対して、真顔である衛藤氏は 18.68%
と麻生氏よりも 38.29%低い得票率となっている。ただし、得票数が変化する要因として表

情だけではないため、あくまで今回の分析で得られた「傾向がある」という結果を裏付け

る一例である。 
 本論では、選挙ポスターの候補者の表情が得票率に影響を及ぼすかどうかについて分析

を行ったが、今回の分析結果に加えて投票に行く人の 3 人に 1 人が選挙ポスターを重視と

いう調査(読売 IS 合同調査3より)からも選挙ポスターが得票数に及ぼす影響は大きいとい

える。 
本論では 2024 年衆議院議員総選挙を取り上げて分析を試みたが、今後は 2024 年度以

外の年度に実施された総選挙のデータや参議院議員選挙のデータを使ってさらに詳細かつ

多様な分析を重ね検証することが求められる。 
 

Appendix 
 

 表 2 は本論で分析を行った７つのモデルの分析結果の詳細である。それぞれの変数が「得

票率」にどのくらい影響を及ぼすかが数値で表されている。「Neutral.R:previous」
「Neutral.R:age」「Neutral.R:inc」「Happy.R:previous」「Happy.R:age」「Happy.R:inc」
は交差項であり、真顔度と笑顔度が得票率に及ぼす影響を「previous(＝当選回数)」「age(＝
年齢)」「inc(＝現職ダミー)」ごとに分析したものである。ただし、「当選回数」と「年齢」

は連続変数であるのに表 2 ではそれぞれ０の場合のみの結果しか出力されていないため、

それぞれの値において得票率に与える影響がどのように変化するか(これが限界効果)につ

いても考慮する必要がある。これを「年齢」について視覚化したグラフが図 1 と図 2 であ

る。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
3 https://seijiyama.jp/research/investigation/inv_37.html 

Model6 Model7 
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表 2：分析結果の詳細 

 
 
 
 

Model1 Model2 Model3 Model4 Model5 Model6 Model7 

当選回数 

立候補者数 

年齢 

現職ダミー 

女性ダミー 

得票率 
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注 
１． 今回の分析で使用した表情解析ソフトウェア「FaceReader」についての詳細 
２． 今回の分析で使用した選挙データの引用元 
３． 当該サイトでは、万人に情報を届け、目にしやすいという点においても選挙ポスタ

ーは有権者にとって有用なツールであることがわかるとも述べている
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